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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満の教員しか行わなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満の教員しか行わなかった。

１：
60%
未満

Ｄ 0タブレットを使った授業を計画的に行い、児
童に情報活用能力を身に付けさせる取組
を行う。

3

4

〇外国語教育指導員を活用し授業を行う
ことで、児童にとって楽しく学習できたり、コ
ミュニケーション能力を高めたりすることが
できた。今後もコミュニケーションを重視し
た授業を行い、児童が積極的に外国語で
交流し、言語能力を伸ばしていけるようし
ていく。

〇ICT機器を活用した授業を積極的に実
践したことで、児童の興味を引き、学びの
モチベーションを高めることができた。ま
た、ICT機器を活用することで、抽象的な概
念を具体的に理解させることができ、学力
の定着に役立った。

〇児童が分かりやすい題材で授業を行
い、いじめや差別、共生の重要性などにつ
いて、人権に関する理解を深めることがで
きた。

〇体育部を中心に月2回の「朝スポーツ」
「持久走月間」「縄跳び月間」などに全校で
取り組んだり、年間を通して校庭での外遊
びを推奨したりした。児童の体力が向上す
ると共に、運動の楽しさや重要性を理解す
ることができた。

☆児童アンケートの「タブレットを活用して
学習した」の問いに対しては、肯定的評価
が９０％（「とても当てはまる」６１％「当て
はまる」２９％）と高い成果指標を挙げ、学
校の取り組みが確かな成果に繋がってい
ることがうかがえる。今後も、引き続きICT
機器を活用した学習を推進していくととも
に、教員の専門知識の獲得のための研修
を継続的に行っていく。

Ａ 5

・タブレットの活用については、先生方もたいぶ馴染
んできた感じあり、授業や宿題などでも子供たちが
違和感なく使っていると感じる。

・授業の様子を見ても児童のタブレット端末の活用
能力が向上していることがよくわかる。今までの学
習方法とも調和させて学習していると思う。学校の
取り組みの成果が出ていると感じる。

・授業参観を通じて感じたことは、教科に関係なくタ
ブレットなどのICT機器を活用している場面を見るこ
とができていることだ。職員も児童も導入から数年
経過し、活用の仕方を工夫したり、提案したりできて
いるのはないかと感じた。

・外国語教育については、まだまだ試行錯誤の段階
にあるように感じる。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：
70%
以上

Ｂ 4

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

2
児童のアンケートの設
問「わたしは、タブレット
を活用して学習していま
す」の質問に対し肯定
的な回答（「とてもあて
はまる」・「あてはまる」）
をした割合

４：
80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

〇毎週金曜日に実施される生活指導夕会
を中心に日常から細かな情報交換を行
い、近隣校や関係諸機関とも連携して、生
活指導の充実を図った。また、全校朝会や
学級指導を通じて学校のきまりを明確に伝
え、その理由や重要性を児童に説明する
よう心掛けた。

〇道徳教育推進リーダーを中心に道徳授
業の改善に取り組み、児童の規範意識の
向上に努めることができた。

〇学校生活調査の結果や日々の見取りか
らいち早く児童の変化に気付き、スクール
カウンセラーとも連携しながら児童理解と
問題の早期発見・対応に努めた。また、
「学校いじめ防止基本方針」に則り、状況
に応じて適切にケース会議を実施すること
ができた。今後も、教員が児童のメンタル
ヘルスについての知識や対応方法などに
関する研修を継続的に行っていく。

☆保護者アンケートの「子供の人権を尊重
する姿勢で指導している。」に対して肯定
的な評価が９３％、（「とてもそう思う」４９％
「そう思う」４４％）であった。一方子供のア
ンケートでは「いじめはゆるさないと思って
いる。」に対して８７％の児童が好ましい回
答をしており、規範意識が着実に定着して
いることがうかがえる。問題行動・不登校
問題などに対して、これからも継続的・組
織的に対応し、未然防止と早期発見・早期
対応を行い、解決に努めていく。

3

3

3

4

〇授業公開後の保護者アンケートの情報
を全教員で共有し、授業内容や指導法に
ついて振り返り授業改善に生かすよう努め
た。

〇OJT研修を主任教諭を中心に年１０回
計画・実施し、指導力向上を図るとともに、
若手教員の資質向上に役立てることがで
きた。

〇全教員が研修を通して、各教科での指
導方法や児童の特性に合った指導方法な
どについて学び、児童理解や授業改善に
努めることができた。

〇授業観察期間を年3回設定し、管理職の
指導助言とともに、教員相互での研鑽に努
めた。

☆保護者アンケートの「教員は、学力を身
に付けさせるために授業の工夫をしてい
る。」に対しての肯定的評価は9４％（「とて
もそう思う」４７％「そう思う」４７％）と高
かった。児童アンケート「先生は分かりや
すく勉強を教えます。」に対しての肯定的
評価も９５％と高く、一定の成果があると言
える。その一方児童アンケート「授業で自
分の考えを発表しています。」に対しての
肯定的評価が５０％と低いので、児童の主
体的・対話的な学びの構築を目指した授
業改善に引き続き努めていく。

３：
70%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満
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１：
60%
未満

・縦割り班活動などは他校でも取り組んでいるもの
と思われるが、学年を超えて仲のよい友達が多い
のは中富小ならでは強みと思う。いじめなどの話を
聞かないのも、これらの取り組みの成果の一つであ
ると思う。

・健やかな成長の様子が授業の様子が授業の様子
を見ていても感じられる。

・児童の規範意識の向上や児童の理解と問題の早
期発見対応などの学校の努力に感謝している。

・評価に対しては問題ないと思う。ただこの評価に
見えない部分、例えば９人の児童が1人の児童に嫌
がらせなどをしていた場合に、９人に自覚がなけれ
ばアンケートにも書かないでしょう。1人が何かしら
声をあげる、保護者や先生方が気付いてあげられ
る環境づくりなど努力はしていただいていると思う
が、保護者としも協力できることはしていきたい。

・天気の良い日は休み時間や放課後に校庭で元気
に遊ぶ子供たちを見ることができる。体を動かして
楽しく遊ぶことで健康も促進されると考える。

・先生方が「中休み・昼休み」に児童と一緒に校庭で
遊ぶ姿を何度も見ている。児童も「早寝・早起き・朝
ごはん」月間に取り組んだり、健康についての意識
が向上したりしていると感じる。

・いろんな取り組みをしていただき、家庭でも児童・
保護者とも頑張っているようには思う。ただその期
間だけになってしまうことも多く「継続」することを伝
える難しさを学校も家庭も感じていると思う。

・定期的に学校公開が実施されていて、授業力の
向上は意識的に維持されていると思う。

・児童アンケートの「先生は分かりやすく勉強を教え
ます」に対して肯定的評価が９５％と高く学習意慾
にもつながり、学校生活にも関わつことなのでとても
評価できると思う。

・時々一学年のみ残って授業がある時にOJTなどを
していただいていると認識している。児童が意慾的
に授業に向き合えるよう、いろんな工夫をしていた
だいることも授業参観を通じて感じている。

4

4

・児童一人ひとりの性格や環境に適した指導をする
並々ならぬ努力をいつも感じる。

・子供たちにも個人差があるのは言うまでもなく、
個々に最適な指導をどう上手くできるかは永遠の課
題だと思う。

・保護者アンケートの「学校の授業で学力が身に付
いている」で肯定的評価が８７％なのはとても評価
できる。NJKP（中富小学校授業改善プランチェック
リスト）での授業改善プランで細かな指導について
知ることができた。

・学校のホームページに掲載されているが、保護者
が知る機会が増えればもっと学力の定着につなが
ると思う。

・アンケート結果は高い評価であったところを見る
と、保護者は概ね満足しているのではないかと思
う。

〇担任は児童の学習上の課題や理解度
の差異を把握し、児童一人ひとりに応じた
指導を行うよう努めた。夏休み中の面談な
どを通して、児童の学習状況を保護者に
伝え共有することができ、よりきめ細やか
な支援ができた。また、学習補助員を活用
した「寺子屋中富」や全教員が指導に当
たった「土曜補習」を実施し、児童の基礎
学力向上を図った。

〇授業改善プランを日常の授業に生かす
ため、NJKP（中富小学校授業改善プラン
チェックリスト）を作成し、定期的に確認を
行うことで、「わかる、できる、たのしい、認
められる」が実感できる授業の実践に繋げ
ることができた。

☆保護者アンケートの「学校の授業で学力
が身に付いている」で肯定的評価は８７％
（「とてもそう思う」３４％「そう思う」５３％）
であった。これからも、基礎学力の定着を
目指し取り組みを実施していく。
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算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童が、運動遊びを通して体力を向上させ
主体性と意欲を引き出させるために、月に
数回運動朝会を行い、「中休み・昼休み」に
外遊びをするよう、積極的に働きかける。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

全校児童による縦割り班活動、学年を越え
た交流学習、クラブ・委員会・全校集会及び
奉仕活動等を意図的・計画的に実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

授業力・指導力の向上を図るために、授業
公開を積極的に行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

「わかる、できる・たのしい・認められる」が
実感できる授業をめざして授業改善に取り
組む

１：
60%
未満

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

学校の特色である「海苔の学習」に、本校
独自で作成した「海苔の学習系統表」を基
に全学年で取り組む。

4

3

２：
60%
以上

１：
60%
未満

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：
70%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇週に１回程度は学校のホームページを
更新し、学校の情報を積極的に発信した。
併せて「学校だより」を年間を通じて計画的
に保護者や地域の方々に配布し、学校の
情報を伝えることができた。

〇「地域教育連絡協議会」では、校長が児
童の様子を具体的に知らせる資料を基に
説明を行い、その変容を伝えた。

〇「学校支援地域本部」と連携しながら、
「夏のわくわくサマースクール」（本年度２５
講座開催）を実施したり、「ふるはまウオー
クラリー」「ふるはま持久走大会」のボラン
ティアを配置したりした。また、全教員が開
催されたPTAや地域行事には積極的に参
加するよう努めた。

〇各種行事を通して「開かれた学校づくり」
を推進することができた。

☆保護者アンケートの「学校は、地域の人
材や施設と連携し、教育活動に生かしてい
る。」に対して、肯定的評価が９３％（「とて
もそう思う」３９％「そう思う」５４％）であっ
た。今後も、強い地域力を生かした本校独
自の教育活動の推進と「コミュニティース
クール」に向けての基盤づくりに努めてい
く。

・地域との関係は引き続き良好と思う。海苔付け体
験を全学年で積極的に行っており、この土地ならで
はの取り組みと思う。

・地域の掲示板でも「海苔の学習」についての取り
組みを知ることができた。また、学校のホームペー
ジも多く更新され、学校の情報が発信されている。
学校と地域との連携が深まっていると感じている。

・CSに向けて基盤づくりは欠かせないが、概ね条件
としては良いものが揃っていると思う。今後益々しっ
かりとした基盤づくりをPTAも協力していきたいと考
えている。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

5

4

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

4

5

令和５年度　大田区立中富小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

本校は大田区北東部に位置している。海岸は埋め立てがすすみ、古くからの運河・海岸は公園・散策路として整備されている。近隣には「ふるさとの浜辺公園」として整備されている、人工海浜公園がある。大規模な集合住宅はなく、落ち着いた住宅が建ち並ぶ地域環境である。その地域性を生かし
た活動を全学年が取り入れ、本校独自の取組として定着している。児童数は２００人弱程度と小規模校ではあるが、朝の読み聞かせ活動では多くの保護者がボランティアとして活動を支援する体制が整っている。行事では、単学年ではなく複数の学年で協力しながら行うことで、他学年（特に下になる
学年）に対する思いやりと優しさが育まれる活動を行っている。少人数を生かした教育活動を実践している。

保護者の学校評価アン
ケートの設問「教師は、
子供の人権を尊重する
姿勢で指導している」の
質問に対し肯定的な回
答（「よくあてはまる」・
「あてはまる」）をした割

合

保護者アンケートにお
いて「学校は、地域の人
材や施設と連携し、教
育活動に生かしている」
の質問に対し肯定的な
回答（「よくあてはまる」・
「あてはまる」）をした割
合

目標に対する成果指標

２：
60%
以上

４：
80%
以上

0

4

0

0

5

4

0

0

4

Ｂ

３：
70%
以上

２：
60%
以上

４：
80%
以上

４：
80%
以上

３：
70%
以上

２：
60%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

B

〇養護教諭を中心に「早寝・早起き・朝ご
はん」月間に取り組んだり、「体育・健康授
業地区公開講座」で保健所の方に講演い
ただいたりして、児童は規則正しい生活習
慣やバランスのとれた食事の重要性につ
いて、学ぶことができた。まだ朝食を食べ
ない児童や遅刻して登校する児童が見ら
れるので、引き続き保護者と連携しながら
取り組んでいく必要がある。
〇栄養士が読書学習司書と協力して、絵
本に登場するストーリーや食べ物を再現し
たコラボレーション給食メニューを開発し、
児童に提供した。児童は楽しみながら食育
について学んだり、読書活動に興味をもっ
たりすることができた。
☆保護者からのアンケートの「すすんで体
力向上に努めている。」に対して肯定的評
価は７４％（「とてもそう思う」３４％「そう思
う」４０％）で前年より１０ポイント近く上昇し
た。約３年ぶりに生活が日常に戻り、児童
の外遊びや運動の機会が増えたことが影
響していると思われるが、今後も体力向
上、健康増進のために継続的に指導して
いく。

0

保護者アンケートにお
いて「教師は、学力を身
に付けさせるために授
業の工夫をしている」の
質問に対し肯定的な回
答（「よくあてはまる」・
「あてはまる」）をした割
合

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は、
すすんで体力向上に努
めている」の質問に対し
肯定的な回答（「よくあ
てはまる」・「あてはま
る」）をした割合

Ａ

0

保護者の学校評価アン
ケートの設問「子供は、
学校の授業で学力が身
に付いている」の質問に
対し肯定的な回答（「と
てもそう思う」・「そう思
う」）をした割合

5

Ｃ

Ｄ

４：
80%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
80%
以上

Ｄ

３：
70%
以上


